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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 不安定狭心症は心筋梗塞の前駆症として臨床的に重要

な意味をもつものであるが，その成因に関しては未だ不

明な点が多く，現在のところその病態は必ずしも明確と

はなっていない．とくに本邦人における本症に関する報

告は少なく，冠状動脈造影所見などとの対比で本症の自

然歴を検討した報告はみられない．今回著者は本症の病

態解明の一環として自然歴と，その病歴，発作時心電図

所見，冠状動脈造影所見の対比検討を行なったので報告

する．

 対象と方法

 昭和52年1月から昭和56年6月までの4年6ヵ月間に

東京女子医大CCUに緊急入院した不安定狭心症男81

例，女19例を対象とした．不安定狭心症の診断はAme－

rican Heart Associationの定義に従った．

 病歴としては心筋梗塞の既往の有無，狭心症の歴史の

長さ，入院前24時間以内の発作の強さをとりあげた．

 発作時心電図所見はS波から80msecでの1mm以上

のST偏位を有意とし， ST上昇群とST低下群に分類

した．

 冠状動脈造影所見は内径75％以上の狭窄を有意とし，

1枝障害例および左前下行枝を含まない2枝障害例を冠

状動脈病変軽症群，左前下行枝を含む2枝障害例，3枝

障害例および左主幹部障害例を冠状動脈病変重症群とし

て大きく2群に分類した．

 自然歴の評価は急性期（入院期間中）と長期に分けて

行ない，死亡，心筋梗塞への移行の他，：再度不安定狭心

症の状態となったか否か，狭心症が残っているか否かま

で検討を行なった．長期予後の観察期間は2～54ヵ月，

平均23．7ヵ月であった．

 結果

 1） 急性期89例の内科治療群には4例（4．5％）の死

亡例と8例（9．0％）の心筋梗塞移行例がみられた．ま

た11例の緊急aorto－cQronary byPass捌口には1例の手術

死亡がみられた，

 2） 長期観察では，70例の内科治療群に8例（11．4

％）の死亡例と5例（7．1％）の心筋梗塞移行例，5例

（7．1％）の再不安定例がみられたが，25例の外科治療

群には死亡，心筋梗塞移行，再不安定例ともみられなか

った．

 3）急性期，長期とも死亡例は心筋梗塞の既往がある

群，狭心症の歴史が1年以一しと長い群，発作時心電図で

ST低下を示す群に多かったが，心筋梗塞へ移行した症

例の頻度は必ずしもこのような傾向を示さなかった．

 4）急性期に限ってみると，入院前24時間以内セこ15分

以上持続して冷汗を伴う激しい発作を呈したsevere at・

tack群に死亡，心筋梗塞移行例が多くみられたが，長

期観察では発作の強さと予後の一定の関係はみられなか

った．

 5）心筋梗塞の既往がある群，狭心症の歴史が長い

群，発作時心電図でST低下を示す群には冠状動脈病

変重症例が多かったが，入院前の発作の強さと冠状動脈

病変の重症度との間には一定の関係はみられなかった．

一2106一



163

 結論

 1）冠状動脈病変の重症度は不安定狭心症の生命予後

を規定する重要な因子となると思われた．

 2） 心筋梗塞の既往，狭心症の歴史，発作時心電図所

見は冠状動脈病変の重症度を読みとる上で有益な指標に

なると思われた，

 3）安定型狭心症から不安定狭心症を分かつ意義たる

急性期の心筋梗塞への移行しやすさは，必ずしも冠状動

脈病変の重症度とは関係がなく，発作の強さがこれをよ

く反映するものと思われた．

論 文 審 査 の 要 旨

 狭心症，心筋梗塞の発症に至るまでの病態は複雑で，解剖学的に固定した冠動脈の異常だけでな

く，各種の生物学的，機能的要因が働いて短期・長期の病態を作り出し，生命の予後まで支配してい

ると考えられる．しかもそのように体内で変動している要因を聞接的な手法に頼って，臨床的に体外

から探ることは方法論的にも困難な問題である．不安定狭心症はその不安定さ，変動性，臨床的表現

の複雑さの故に心筋梗塞，労作狭心症に跨ってその病態解明の鍵だり得るものともいえる．

 本論文は100例という多数症例をこのような考え方に沿って，臨床的に多角的に解析し治療成績か

ら予後調査に及んだもので医学的価値の高いものである，
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